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議
用文化系サークル部室の新営に関する基準試案

第５常置委員会

1．文化系サークル部室の新宮を必要とする理由

（１）サークル活動の意義と問題点

大学における課外のサークル活動が学生の人間形成の面において、いか

に効果的であるかについては、いまさら説明を要しないところであろう。

すなわち、体育活動によって身心を練磨し、文化活動によって情操を陶冶

し、集団活動を行なうことによって民主的な生活のルールと責任と義務と

を修得することができる。

．つぎに、課外におけるサークル活動が、学生にとっていかに必要なもの

であるかは学生のサークル活動参加状況を見れば明らかであるｂすなわち、

国立大学（４年制）の全学生の６０％.以上の者がサークル活動を行なって

いるのである。

このような価値と意義のある課外の自主的なサークル活動に対して、大

学が最大限の助言と援助を与え、その発展と充実をはかるぺきは論をまた

ないところである。しかしながら、現実には色々の制約が存在する。その

一つは、施設の不備であり、他の一つは活動費の不足である。国としても、

サークル活動の価値と重要性を認め、その施設の充実と活動の強化のため
．｡。：
｡◆▽0F

に年々予算を増額してはいるが、ま･だまだ不十分である。その一番の盲点

が、文化系サークルの部室なのである。

（２）サークル部室の意義と機能．

サークル部室は、サークル活動の目的を効果的に達成するために必要な

施設である。それはサークルの事務室であり、連絡室であり、企画室であ

り．編集室であり、合評室であり、研究・討論室であり、会議室であり、
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時には制作室でもある。また、部員の談話室であり、憩いの場でもある。

このような各魍の機能を有するサークル部室に対しては、そこでの活動

が小グループの範囲に限定され、排他的、閉鎖的な人間関係を生み出すお

それがあるとの批判も出されているが、実際にサークル活動を行なううえ

Ⅱとおいてサークル部室がいかに重要な役割りをになっているかは、万人の

認めるところであろう。／１１心ｂＩｆ

(3)文化系サークル部室の特性と役割りイム

．＞つぎにこの.ような｢サークル部室の重要性は、体育系サークルの場合より

も戊化系サークルにおいてより強く感じられる。すなわち以上に述べたサ

：宗::'胸部魚室の諸機能|無文化系サークルの場合に特に強く発揮されるとい

うことがだきる゜体育系の場合は、その活動のほとんどが部室外において

行なわれるが、文化系の場合は、部室内において行なわれる活動が大部分

：なのであｊ６ｂそれだけに部室そのものが占める価値と役割りは、文化系ザ

．〒､クルの方が高いと.いわざるを得ない．．．…～￣

(4)文化系サークル部室の現状と問題点佃

ところが現実には、文化系の部室はその活動の特殊性からして５体育系

の部室にくらべてきわめて不十分な状態にあるということができる。いま

まで大学における文化系サークル活動のための施設・設備としては、「国

立大学における厚生補導に関する基準的な施設で設備」（昭和４０年２月、

，文部省大学学術局学生課）のなかにおいて、学生会館、文化系サークル共

用施設にその一部がとり入れられているにすぎない。すなわち、学生会館

内に、各種集会室と学生団体連絡室が設けられ、また文化系サークル共用

施設内に、練習室、作業室、器具保管室、資料作成:室などがとり入れられ

ているが、これらはいずれも共同利用の施設であってβサークル部室とは

いいがたい｡`:兵;～

現在国が定めている厚生補導に関する基準的な施設､設備の中に慨文化系の

我一クル部室は入っていないのである。．したがってざ:'本建築による部室の
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新宮は行なわれず、たいていの大学では、やむなく不用老朽施設の転用、

または仮設物の設樋等で急場をしのいでいるというのが実情である。

このことは、文化系サークル部室のになっているその重要な役割りと価

値から考えてみた場合、まことに不合理で片手落ちの措置といわざるを得

ない。このことは、文化系サークル参加者の数が、全サークル参加者の

過半数を占めていることからも痛感される。

文化系サークル部室の新営を必要とする理由は、実にこ；こに存する。

２新営部室を利用する文化系サークルの範囲

文化系サークルの種類は、まさに多様多彩である。学生は、１サークル１

部屋の要求をするが、予算にl浪度があり、とてもそれに応ぜられろものでは

ない。蚕た国有財産の適正な管理の面からも、これを利用するサークルに一

定の制限をつける必要があるように思われる。＿ｻﾞ‘

この一定の制限とは、有資格条件のことであって、従来、多くの大学にお

いて行なわれているところである。

その一つは、大学の公認ということである。すなわ-も、サークルの活動内容、

部員名簿、代表責任者、予算計画、顧問教官等を明記した団体設立届を提出

させ、大学がこれを承認する。他の一つは、サークル活動の内容から象た価

値の有無である。その際、過去における実績を考慮することも必要であろう。

5．部室の種類とサークル会館

（１）専用部室と共用部室

文化系サークルの部室は、サークルの活動様態と特殊性からして、その

～機能にもそれぞれ変化と特色がある｡しかしながら、各サークルごとに部

室を作ることは予､算的にも困難なことであり、施設の効率的使用という観

点からも、部室を二つの種類に分けて新営するのが適当である。
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その第一は、専用の部室であり、第二は共用の部室である。

専用の部室は、プークノレの特殊性からして、特殊設鋪を必要とするもの、

すなわち、特殊活動を行なうものが対象となる。例えば、つぎのようなら

のｶﾐ該当する。

（サークル名称） （特殊設備）

新聞部－－…-－－－編集室暗室

映画部・写真部…………--.…暗室など

篁壽ﾄﾞ英瀧トー雲音ニ
アマチユア無線部一,－－…･…･…・アンテナ、無線器格納室

美術部β-----…－．－作業室

なお､この専用部室は、できるだけその数を制限することが望ましい。

つぎに､共用の部室仇一室を幾つかの類似した活動内容をもつサークル

が共同で使用するものである。単なる事務連絡のための施設であるならば、

机とロッカーを有するだけの課外活動連絡室で事足りるであろう。しかし

ながら、上述した各種の機能をできるだけ多く備えたサークル部室とする

ためには、オープン形式ではなくざ数サークル共用の形式とした方がよか

ろう。

’音楽サークル会館と文化サークル会館，＿

つぎに、文化系サークル部室は､サークルの活動様態とその特殊性からし

て、これを音楽関係（舞踊、演劇を含むb）部室とその他の部室とに分け、

それぞれの系統の部室災団とし$､それに必要な関連施設を付加するのがよ

い。音楽関係の部室は共用部室とし、それに練習室、作業室、器具保管室

などの関連施設を加え、一個の独立した音楽サークル会館のようにするこ

とが望ましい。その際､，できれば防音､冷駿房設備力軟しv､。（参考資料仏音

楽ｻｰｸ"会館平面図参照｡)その他の部室集団の場合は､共用部室を中心

として、それに専用部室を加え、さらに、･集会室、器具保管室などを付設

｡
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する。これを文化サークル会館と呼称する。（参考資料2．文化サークル会館

平面図参照。）

以上の着想に基づいて、一例を示すとつぎのとおりとなる。‘・

(IF弾二雛鰯雲鰄蝋
::露二二重緋建|憲鮖．

し

計５，０１５㎡～￣’

イ．音楽サークル会館の内訳～
■－－■-口-●.

①大練習室２室…バーへ'ﾉ､三.．．～：

ｽﾃｰｼﾞ付,００人くらいが立練習できる広さのプロアル…

②パート練習室６皇▲』し：ル

４０人くらいが立練習できる広さのフロアＬＬ；．》、
､OS

①和室１室，

①共用部室４室

⑤器具保管室 ５室,辰

⑥管理室１室

⑦廊下、ｗ,ｏ、階段等：

ロ．文化サークル会館の内訳，Ｌ…金.：ヴー

①専用部室

（ｲ）編集室､アトリエ等をかねられる比較的広い七のＴ２室好

（ﾛ）暗室設備のあるもの２室了へ八

Ｎ防音設備をもつも⑰あや’室二:‐
,．:｡.

②共用部室－，．．、－

，２ｏ祓程度の室（１室２団体収容）２ｏ室

③練習室（集会室をかねた比較的広いもの）１室・
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④、和室，：１室Ｌｆハ'……、ｉ:｝

⑤管理室１室

⑥廊下､Ｗ｢.Ｃも階段等…』.

．以上の施設内訳のほかに、さらに、集会室､（印刷室、倉庫、食堂､F喫茶

室などを必要とiする場合もある。これについては、その他の学内施設、特

に学生会館、食堂などとの関係において考慮することになろうｄｉ－ｆ

また、合宿研修施設も、サークル活動の実施のために不可欠のものであ

るが、これはこれらの会館の中には設けないで、別に環境のエい適地に設

けるのがよい。

なお、これらの会館は、まず大学の主たる団地に建設し、ついで'その他

の団地に建設する。１：～…

0●､｡ ■●■

４iWj室の規模、構造

部室の規模、構造等について、－定の標単を設けるとどは非常に困難であ

る。文化系サークルの場合は、前述したと漏りその活動内容がぎわ２６で多様

多彩であり、また部員数も時によって瀬滅があるので、一定の.i標準を設ける

ことは困難である。これは、専用の場合も共用の場合も同様である６しかし

ながら、専用．共用のいずれを問わず、広さの最高限度をおさえておくこと

は必要であり、５０㎡くらいが適当と思われる｡`また、共用の場合Ｓｉｌ室に

収容するサークル数は、２～４とすることが適当と考えられるので:《その広

さは２０㎡～５０㎡くらいがよかろうと思われる。

部室の構造についても、専用の場合は別として、共用の場合に－定め構造

基準を設けることば､これまた非常にむつかしいが､通常の場合を想定|「て
一つの試案を作成したのが参考資料aの共用部室内瓢構造図である｡汁:Ｉ
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5．管理・運営

サークル部室だけの建物の場合とサークル会館のような部室以外の施設を

゛も包含した建物の場合とでは、その潤理、運営のやり方が若干相違するが、

いずれの場合でも、２．に述ぺた有資格条件を倣えた大学公認の団体が使用す

るものとする。

部室の使用に関しては、大巾に使用サークル団体の自主性にまかされるが、

国有財産管理上の必要から大学の定めた諸規程、指示に従うものとする。

部室を使用するサークル団体は、所定の部室使用願を当該施設を管理する

部局の長に提出し許可を得るものとする。

サークル会館の場合には、教職員、使用サークル団体の代表.者をもって週営

委員会を構成し、会館のi日常の述営にあたるものとする．

なお、管理・運営に要する人員および予算算確保努力する必要がある。
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参考資料５

共用部室内部構造図（菊

lＨ
１１１１

１

::=!|ﾆﾆﾎﾟ
卜

４１
－Ｔ~￣

l、

０

8○ 8○主
準

9

9

6ｍ

○
○
○
○

Ｃ
○
○
ｃ

ｃ
○
○
，
○

○
○
ｃ
ｃ

◆

５
５

０１

、、
Ｏｏ
ＯＪ
Ｕ

ヨグ
Ｆｐｐ

<……………･…-.--…‐･----…－－－．－－.‐－９加・－．－‐‐－－．－…-……-.-…－－……‐､--..＞
1１

固定Ｌ字型机４ケ

同上用椅子４脚

簡易間仕切り１０ケ所

固定書棚皿ヶ

固定長椅子２ケ所

（この下は物置き用とし

て戸棚にする）
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移動式ついたて２ケ

（下部に回転輪をつけておく）

移動式机１ｍ×０．５７１２．２ケ

２ｍ×065ｍ４ケ
”

（脚に回転輪、§ごつける）

同上用椅子１８脚

その外に折椅子１８脚
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